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平衡機能検査基準化のための資料改訂にあたって

平衡機能検査基準化のための資料は，1987年に平
衡機能検査基準化委員会により策定され，1990年，
2006年，2015年，2016年，2019年に改訂され，現
在に至っている。今回は II眼振検査の眼振記載法を
改訂した。改訂の要点は以下である。
1．眼振の種類を水平性眼振，垂直性眼振，斜行性眼
振，水平回旋混合性眼振，回旋性眼振，垂直回旋
混合性眼振，振子様眼振に分け，表記法を改訂し
た。眼振の振幅がより大きい場合は矢印を二重線
にして記載し，眼振の頻度がより高い場合は矢印
に羽を追加して記載することとした。

2．「ときに垂直，ときに斜行」，「ときに水平，時に
回旋」，「垂直性が斜行性に移行」などの記載法は
削除した。主な眼振を表記し，ときに変化する眼

振や移行する眼振はカルテに文字で記載すること
とした。

3．「眼振存在・方向ともに疑わしい」の表記法は，
「眼振の存在が疑われる」の記載法にして，疑わ
れる眼振の方向はカルテに文字で記載することと
した。

4．注視眼振，頭位眼振，頭位変換眼振などを記載す
るボックスは改訂せず，頭振後眼振を記載する
ボックスを追加した。
本資料は，平衡機能検査の概要，原理，装置，手
技と注意事項，判定基準，評価，基本検査・精密検
査などの検査種類，関連する文献が統一的に記載さ
れており，各施設における検査の実施基準や結果判
定などの基礎資料として活用していただきたい。
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眼振記載法

眼振は下図に記載する。
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記載例

左側方注視眼振の振幅が，右側方注視眼振の振幅と比較してより大きいことを示す。

左下頭位での左向き水平性眼振の頻度が，右下頭位での右向き水平性眼振の頻度と比較してより高いことを
示す。
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